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編
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書
記

 

  
平
成
二
十
四
年
度
 
野
田
工
業
㈱
安
全
大
会
に
ご
参
加
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
す
。
 

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
当
社
の
安
全
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
社
員
一
同
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

私
達
、
野
田
工
業
㈱
の
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

 

 

 

「
ま
ず
確
認
 
作
業
手
順
と
危
険
予
知
 
ル
ー
ル
守
っ
て
無
災
害
」
 

 

 

 
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
元
に
協
力
会
の
方
々
と
、
安
全
作
業
を
続
け
て
来
た
結
果
、
今
年
も
無
事
故
、
無

災
害
で
安
全
大
会
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
安
全
に
対
す
る
、
認
識
の
高
さ
が
、
結
果
と
し
て
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
 

先
月
に
お
伝
え
し
た
、
全
国
安
全
週
間
も
準
備
期
間
を
含
め
無
事
に
達
成
で
き
ま
し
た
。
 

昨
今
、
安
全
対
策
、
現
場
単
位
の
ル
ー
ル
な
ど
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
作
業
効
率
の
面
で
負
担
に
思
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
を
モ
ッ
ト
ー
に
今
後
も
働
く
場
所

が
安
全
で
安
心
か
を
自
ら
に
問
い
か
け
、
職
場
の
安
全
を
向
上
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
、
職
場
の
仲
間
や
家

族
の
安
心
に
繋
が
り
ま
す
。
 

  
ま
た
、
今
後
ま
だ
ま
だ
猛
暑
が
続
き
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 

皆
さ
ん
の
作
業
所
で
、
他
の
職
方
さ
ん
の
具
合
が
悪
そ
う
な
時
に
も
一
声
掛
け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
 

そ
し
て
、
朝
礼
以
外
で
も
、
休
憩
時
間
や
打
ち
合
わ
せ
の
時
、
職
長
の
方
は
仲
間
の
健
康
状
態
に
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。
 

ま
た
本
日
こ
こ
に
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
様
方
が
、
日
頃
の
安
全
作
業
を
推
進
さ
れ
、
無
災

害
で
来
ら
れ
た
事
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
 

 

 

  
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
酷
暑
に
向
か
う
折
柄
、
参
会
の
皆
様
方
並
び
に
ご
家
族
の
ご
健
康
を
心
か
ら

お
祈
り
し
、
誌
上
よ
り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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中
田
 
克
美

 

 



平成24年7月1日　　　　　　②　おんこちしん 第37号

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

大成建設㈱安全衛生環境協力会からの連絡事項をお伝えします。 
 
 

「ＴＡＩＳＥＩ ＯＨＳＭＳ作業標準」に基づいたＫＹの実施 
 

    ① 作業手順書は、作業所（現場）ごとに、事業主とその現場を担当する「リスク 

      アセスメント教育を受講した」安責者・職長及び作業責任者が大成建設の 

                担当社員と綿密に打合せを行い作成する。 

     「TAISEI OHSMS 作業標準」に準じて、施工計画（ワンシート）、施工要領書を基に、 

     現場の状況に合致した手順を定め、手順毎に大成建設作業所重点管理事項の 

              ほか災害事例の反省等を加味して危険予知を行い、防止対策を具体的に定めて 

             手順書通りに実施する。 
         

         ② 安責者・職長は、配属作業員が「雇入教育」「健康診断」「送り出し教育」を受けて 

     いることを確認の上、「新規入場者教育」を行う。 
          

        ③ 安責者・職長及び作業責任者は、必ず作業前に作業員全員に対し作業手順書の    

     内容を周知する。 

         

       ④ 安責者・職長及び作業責任者は、常に作業手順書を基に「打合せ・連絡調整」 

              を行う。 

       

       ⑤ 毎日作業開始前には、作業班ごとに作業責任者を中心に作業を行う場所でリスク 

     アセスメントによる「現地作業手順ＫＹ」を行い、『当日行う作業』について「作業 

    手順と予想される災害」及び「その防止対策」と「実施者（誰が）」を全員で最終確認 

             してから作業を開始する。 

            

         ⑥ 作業実施時には、安責者・職長は『危険作業立会者』として作業に立会って、 

               作業状況を点検、監視して作業責任者、作業員を指導する。 
           

      ⑦ 作業手順書の内容の変更は、一旦作業を中断し、大成建設の担当社員、事業主と 

     連絡をとって変更内容を了承の上で変更し、作業員に再周知してから作業を再開 

     する。＜決して、安責者・職長又は作業責任者独自の判断だけで変更しない＞ 

    ※ 不安全行動災害を防止する為、事業主責任の「送り出し教育」やリスクアセス 

    メント手法を取入れた“現地”での「作業手順ＫＹ活動」を充実させる努力が 

           必要です。 

                                                      以 上          

          
 

          上記の内容を理解し、現場の安全衛生活動に取り入れて下さい。 
 
 
 

          ＃ 災害事例  別紙参照  



　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『仙娥滝（せんがたき）』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地殻の断層によってできた高さ30ｍの壮麗な滝は新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、雪景色と四季にその美しさを装います。
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平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日
に
野
田
工
業
㈱
研
究
会

の
み
な
さ
ん
と
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た

 

【
現
場
名
】
 
 
大
手
町

1‐

6

計
画

 

 
 
 
 
 
 
神
田
駿
河
台

4‐

6

計
画

 

【
建
築
】
 
 
 
大
成
建
設
㈱

 

【
設
備
】
 
（
大
手
町
）
大
成
設
備
㈱
、
ダ
イ
ダ
ン
㈱

 

 
 
 
 
（
神
田
駿
河
台
）
高
砂
熱
学
工
業
㈱

 

【
保
温
工
事
】
 
野
田
工
業
㈱

 

【
Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
】
関
口(

嘉)

・
関
口(
浩)

・
神
尾
・

 

新
井
・
今
井
・
中
田
・
田
村(

賢)

・
田
村
（
謙
）
・

 

深
澤

 

6月20日の職長会の様子です 
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                 職長会のお知らせ 
 
 
 

     ★日時   平成24年8月20日(月) 

      

     ★時間   18時00分 

           （30分前から会場に入れますので早めにお越し下さい） 

     

     ★場所   ﾆｭｰ新橋ﾋﾞﾙ 地下2階 ﾆｭｰ新橋ﾎｰﾙ 

連絡帳 
 

5/1より高血圧者の基準が変わりました。 

現行 最大 160ｍｍＨｇ以上または最小値 95ｍｍＨｇ以上 

              ↓ 

改定 最大 140ｍｍＨｇ以上または最小値 90ｍｍＨｇ以上 
 

「高齢者・要管理者適正配置通知書」の内容変更の件 
高血圧の診断基準を下記の通り、変更しますので適正配置通知書等の運用並びに 

作業員の適正配置について、周知願います。 

 

1.変更内容 

高血圧の最大・最小血圧を下記のように変更する。 

・変更前    最大値160ｍｍＨｇ以上または最小値95ｍｍＨｇ以上 

・変更後    最大値140ｍｍＨｇ以上または最小値90ｍｍＨｇ以上 
 

2.変更理由 

 当社では今まで、高血圧の診断基準として世界保健機関（ＷＨＯ）が1978年に設定した 

数値を用いてきました。しかし1999年2月に世界保健機関（ＷＨＯ）と国際高血圧学会（ＩＳＨ）

により、新しい高血圧の定義が発表され、ゼネコン各社も近年は新しい基準を採用するよう

になっています。以上により新基準値を採用することとします。 
 

3.「高齢者・要管理者適正配置通知書」の一部変更 

 上記に伴い、適正配置通知書の要管理者のうち、高血圧者（最大血圧160ｍｍＨｇ以上最

小血圧95ｍｍＨｇ以上）の項目を（最大血圧140ｍｍＨｇ以上、最小血圧90ｍｍＨｇ以上） 

 に変更します。 
 
 


